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厚生省児童家庭局母子衛生課所管の心身障害研究は昭和 50 年は 8 つの研究グ

ループに分けられ,そのうち小児慢性疾患に関する研究のグループは東海大学

木村三生夫教授を主任研究員として行われてきた。

昭和 51 年度はこの小児の慢性疾患に関する研究グループがさらに 3 つに分け

られ,小児慢性疾患(臓器系)に関する研究グループ(主任研究者大国真彦),小児

慢性疾患、(内分泌,代謝,血液系)に関する研究(主任研究者合屋長英),小児慢

性疾患、(神経系)に関する研究(主任研究者木村三生夫)となった。


